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お知らせ

●
日
程
・
場
所
・

受
付
時
間
　
上

表
の
と
お
り

＊
自
由
ヶ
丘
コ
ミ

セ
ン
で
の
受
付

は
、
ホ
ー
ル
な

平
成
��
年
度
市
県
民
税
の
申
告
相
談
受
付

　市では、本年度市
内で実施されたさま
ざまな体験活動の成
果を、参加した子ど
もたちが発表する「わ
くわく体験報告会」
を開催。子どもたち
がワクワク・ドキド
キした活動を自分で
発表する姿を、みな
さんぜひ見に来てく
ださい。入場無料。

わくわく体験報告会

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
の
加
入
者
、
第
３

号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
加
入
者
の
配
偶
者
）以
外
の
人
は
、

20
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
旬
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
書
類
が
届
き
ま

す
。
市
役
所
か
年
金
事
務
所
で
国
民

年
金
加
入
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
所
得

保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
や
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
、

遺
族
（
妻
、
子
）
が
い
る
場
合
に
備

え
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
手
続
き
終
了
か
ら
１
～
２

カ
月
後
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年

金
手
帳
が
届
き
ま
す
。
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
と
き
や
、
年
金
を
受
け
取

る
と
き
な
ど
に
必
要
で
す
。
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
な
人
を

対
象
に
し
た
猶
予
・
免
除
制
度
な

ど
は
、
各
書
類
で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
民
課
国
民
年
金
係

　
☎
（
36
）
１
１
２
８

▽
元
気
な
島
づ
く
り
課

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
（
72
）
２
２
１
１

▽
東
福
岡
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）
７
１
２
９

日程 場所 受付時間

１月30日（木） 南郷コミセン

9：00～11：30
１月31日（金） 吉武コミセン

２月 ３日（月） 赤間西コミセン

２月10日（月） 赤間コミセン

２月12日（水） 大島ふれあいセンター 10：30～12：00
13：00～15：00

２月13日（木） 玄海コミセン   9：00～11：30

２月17日（月）
～３月17日（月）

＊土・日曜日を除く

市役所北館１階・
103会議室

  9：00～11：30
13：00～15：00

ど
の
改
修
工
事

の
た
め
中
止

＊
各
コ
ミ
セ
ン
で

は
、
確
定
申
告

の
受
付
は
実
施

し
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

市
民
税
係

☎
（
36
）
７
３

５
０

＊
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
、
香
椎

税
務
署
☎
０
９

２
（
６
６
１
）

１
０
３
１
へ

20歳になったら
国民年金加入手続きを

●日時　１月25日（土）
▽開場＝13：00
▽実施＝13：20～15：00
＊各団体からの報告・発表は10～15分程度
●会場　メイトム宗像・多目的ホール
●内容
▽体験発表＝田久通学合宿、正助さんの寺子屋通学合宿、少年少女

海外派遣研修使節団、グローバル人材育成カナダ研修、子どもま
つり子ども実行委員会、2013イングリッシュ・サマーキャンプ、
小学生読書リーダー

▽パネル展示＝各地区コミュニティの活動報告、少年少女海外派遣
研修、子どもまつり子ども実行委員会、2013イングリッシュ・
サマーキャンプなど

●対象　青少年育成に関わっている人、学校関係者、青少年育成に
関心のある人

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

　こ
んなわ

くわく見つけたよ！

　
私
た
ち
が
学
ん
だ
地
域

の
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
玄
海
東
小
学

校
区
は
、
農
業
や
漁
業
が

盛
ん
で
、
お
い
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
イ
チ
ゴ
や

イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
果
物
が

有
名
で
す
。
暑
い
日
や
雨

の
日
で
も
手
を
抜
か
ず
、

心
を
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　
漁
業
で
は
、
新
鮮
で
お
い
し

い
フ
グ
や
イ
カ
な
ど
を
捕
る
た

め
に
、
何
日
も
漁
に
出
か
け
ま

す
。
全
国
で
も
有
名
な
下
関
の

フ
グ
や
、
呼
子
の
イ
カ
と
し
て

食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
魚

を
干
物
や
い
り
こ
な
ど
の
加
工

品
に
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
う
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

加
工
品
の
中
に
は
、
サ
メ
の
加

工
品
「
の
う
さ
ば
」
が
あ
り
、

冬
に
鐘
崎
で
の
み
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
次
に
、
人
が
優
し
い
こ
と
で

す
。
民
泊
で
も
家
族
の
よ
う
に

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
、
地
域
の
人
は
私
た
ち

に
、
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に

優
し
く
、
そ
し
て
厳
し
く
接
し

て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
、
週
１
回
「
寺
子

屋
」
を
開
き
、
僕
た
ち
に
勉
強

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
最
後
に
環
境
の
良
さ
で
す
。

山
笠
や
み
あ
れ
祭
な
ど
の
行
事

が
あ
り
、
地
域
が
元
気
に
な
り

ま
す
。
鐘
崎
山
笠
は
、
地
域
の

人
全
員
で
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。
み
あ
れ
祭
は
有
名

な
祭
で
、
た
く
さ
ん
の
鐘

崎
の
船
が
参
加
し
ま
す
。

自
然
も
多
く
美
し
い
景
色

が
地
域
の
自
慢
。
学
校
か

ら
は
海
や
山
が
見
え
、
天

気
の
良
い
日
は
沖
ノ
島
も

見
え
ま
す
。

　
こ
の
民
泊
を
通
し
て
、

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
環
境
に

生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
て

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
環
境
や
人
と
一
緒

に
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
の
よ
う
な
立
派

な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

（
子
ど
も
記
者
・

玄
海
東
小
５
年
生
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９

イチゴの苗を丁寧に手入れ

みんなで協力してイリコ詰め

胸を張って発表する子どもたち
（昨年度の様子）

　
玄
海
東
小
５
年
生
は
、
毎
年
、
民
泊
体
験
を

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
岬
や
池
野
地
区
の
家

に
泊
め
て
も
ら
い
、
地
域
の
良
さ
を
発
見
す
る

体
験
活
動
を
し
ま
し
た
。
以
下
、
子
ど
も
記
者

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

玄
海
東
小
民
泊
で
学
ん
だ

地
域
の
イ
イ
ト
コ


